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「素敵なお年玉」
穏やかな新年を迎えました。学園での生活も、天候と同じように、穏やかな正月を過ごすことができました。幼児や小学生たちは、隣の公園の山でそり遊びをしたり、男子と女子に分かれて、市内のスキー場に行って初滑りをしてきました。このスキーは3学期に予定されている学校のスキー授業に向けての準備という意味合いもありますが、子供たちみんなが楽しみにしている、冬恒例の学園行事です。みんなスキーから帰って来て、「今日は一回も転ばなかった」「ちょっと転んで顔を擦りむいてしまった」「お昼がとても美味しかったよ」と、本当にうれしそうに、生き生きとした表情で話していました。みんな元気一杯に冬の生活を満喫しています。
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今年の正月には、今までの正月とは違う、大きな喜びがありました。一つは、先月もお知らせしましたが、学園の正面に、「イルミネーション」が飾られたことです。当初は、クリスマスの期間だけでしたが、せっかくの機会でもあることから、空知電気工事協会青年部のご厚意により、正月の期間もそのまま飾っていただきました。毎日、色鮮やかに点滅するイルミネーションが自分たちの帰る家に輝いているのは、気持ちも明るく、晴れやかにしているようでした。本当に素敵なお年玉を有難うございました。１月７日の日曜日には、「北海道日本ハムファイターズ」の「栗山英樹監督」が光が丘学園を訪問しました。その大ニュースを、正月のお昼に発表したところ、子供たちは大きな驚きと喜びで、大騒ぎとなりました。「うそっ、本当？」「すごい」「どうして？」等々。それからは、７日が待ち遠しくてならない様子でした。歓迎の横断幕やお礼の色紙の作成、歓迎の言葉の準備。本当に楽しい時間を過ごしていました。当日は、体育館で監督自らの「絵本の読み聞かせ」とサポーターの方々の「お芝居」、子どもたちとの「キャッチボール」や「質問コーナー」、本当に楽しい時間を過ごすことができました。栗山監督は子供たち一人一人が用意していた色紙やユニフォーム、ボールなどに、声を掛けてくれながら丁寧にサインしてくださいました。そんな姿を見て、子供たちは益々北海道日本ハムファイターズと栗山監督の大ファンになりました。次の日には、もう東京へ戻らなくてはならない、というスケジュールの中での訪問に本当に感謝の気持ちでいっぱいです。栗山監督も子供の手書きの「似顔絵が書かれた色紙」にとっても喜んでくれました。本当にありがとうございました。また、正月にはカニやイクラ、マグロやサーモンの刺身などをおせち料理としてプレゼントして頂いたり、お餅を届けていただいたり、と子供たちがお正月を楽しく、思い出深いものになるようにという素敵なお年玉をたくさん頂きました。子どもたちにとって、地域の皆様の温かなご支援は、物心共に力強い応援となります。「たくさんの人に支えられてこそ、自分がある」と気付くところから「自立」があると言われています。私たち職員一同、皆様の温かなご支援を一人一人の子どもたちも感謝の気持ちを表し、その成長に繋げられるよう、これからも精一杯頑張っていこうと思っています。これからも、どうぞよろしくお願い申し上げます。

寒い朝、顔を洗って、ふと鏡を見ると、随分と老けて弛んだ顔がそこにありました。人は、ある程度年を取ったら、自分の顔に責任を持て、と言われます。全然、責任の持てない自分の顔をみてがっかりしてしまいます。顔を見て思うのは、人の顔というものは、輪郭や目･鼻･口・髪の毛などどれをとっても千差万別だ、と言うことです。じっと人の顔を見ると、よくもまあこれだけ違っているなあと驚き、同じ顔は一人としてありません。そして、自分の顔ながら、好きなところ、嫌いなところ、いろいろ思い悩むことがあります。しかし、〔人間の美しさ〕とは顔や形で表される物ではありません。また、年齢でもありません。では､何が・・・・それは「心の動き」「目の輝き」です。人が一心になって勉強や仕事、遊びに夢中になっているときの顔はまさに、生き生きと輝いており、周囲からも美しくも見えます。心も打つことに繋がります。「何歳」経ったら自分の顔に責任を持て、といわれるのは。自分の人生を充実させ、毎日を一生懸命生き抜いていこう、と言っているのだと思います。子供たちには、そんな難しいことを意識させるのではなく、ただ、毎日、毎日を充実したものにしていってもらいたいものだと思っています。
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さあ、いよいよ３学期です。１年の総仕上げの時期です。この時期にしっかりと今までの自分を振り返ることで、新たな課題が見え、新しい学年に向けての目標や意欲も湧いてきます。子ども達は毎日、毎月、そして、毎年と少しずついろいろな経験を積みながら成長していきます。経験を積むだけではなく、こうなりたい、とか、こうしたいと言う思いを強く持ち、それに向けて自分自身で目標を定め、努力することが大切なのだと思います。その子供たちの手助けを大人が一緒に経験しながらしていきたい、と願っています。
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施設長　吉　田　幸　雄
















2月行事予定

2日（金）　　南小参観日　光陵中１・２年学力テスト

3日（土）　　節分(豆まき)

9日（金）　　南小一日入学

 10日（土）　　男子行事　女子行事

 11日（日）　　建国記念の日　男子行事　女子行事

 12日（月）　　振替休日　　14日（水）　　バレンタインデー　

 15日（木）　　光陵中スキー遠足

 16日（金）　　光陵中入学説明会　　新篠津高3年保護者会

 17日（土）　　駒沢幼稚園作品展　　18日（日）　　男子行事（篠津雪中大会）

19日（月）　　駒沢幼稚園振替休日　 24日（土）　　誕生会

27日（火）　　南小参観日（中）　　28日（水）　　南小参観日（高）

-ご厚志　ご寄贈など　感謝申し上げます（１２月１日～３１日）

　(ご芳名もれをお許しください)

株式会社サンゲツ　様　　ヤマモリ株式会社　様　　　コープさっぽろ　様　　　クレドール興農株式会社　様　　　BakeryCafeペンギン岩見沢店　様　　　

北海道日本ハムファイターズ　栗山　英樹　様　　栗山町保険福祉課　宮林　葉月　様　　　日本教文社　様

ウルトラマン基金運営事務局　様　　清水　滋子　様　　　河内　克彰　様　　宇土澤悦子　様

ニチレイフーズ株式会社　様　　　株式会社マルコウ　様　　　ビクトリア観光　様


幼児グループ　M君


　ケーキ屋さんでの誕生会でみんなワクワクしながらケーキ屋さんへ向かいました。ケーキ屋さんではたくさんのケーキに感激していました。M君へのお祝いの言葉をみんなで伝えて、ニコニコ楽しい誕生会となりました。


－幼児グループ　中村華和－





高校１年生　N君


　早いうちから「ラーメンにしようかな」と悩みがらも、結局お寿司にしました。20皿を目標に行きましたが、いざ食べてみると思ったより食べられなかったようです。それでもお腹一杯だと満足した様子でした。今年一年は「実習を頑張る」を目標にするそうです。


―男子グループ　南圭輔―














「札幌へ行ったこと」


　お年玉を持って、札幌にお出かけに行きました。映画「未成年だけど子どもじゃない」は思っていたよりも、深いお話でした。ランチはおしゃれなレストランで、スパゲッティを食べ、トマトの酸味がきいていておいしかったです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


－女子グループ　中学２年　Nさん－


「３学期に向けて」


　冬休みに家族の家に帰省しました。家でペットとたわむれ、兄とも散々話をしました。栗山監督が学園にきて、キャッチボールをしましたが、前に座っていたYくんが逃げ出すほどだと先生が言っていました。3学期に向けて早寝早起きを心掛けます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


－女子グループ　中1　Rさんー


「栗山監督が来てくれたこと」


　栗山監督が学園に来てくれてうれしかったです。これからもおうえんしていきたいと思います。次は選手を連れてきてください。


－男子グループ　中１　Rくんー


「３学期に向けて」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　スキーをがんばりたい　勉強をがんばりたい


－男子グループ　小学3年生　Sくん－














はじめまして！2月１日から皆さんの食事を担当することになりました庄司弥生です。よろしくお願いします！！


美味しいご飯を作れるように頑張ります(^^♪





小さかったYちゃんが成人式を迎えました。いつもお世話になっているのじり美容室さんに、ヘアセット・メイク・着付けをしていただいて、上品な女性に大変身しました。学園に戻ってくると、その姿に皆うっとり・・・。モデル気分で記念写真をパチパチと何枚も撮りました。


－女子グループ　川口紀子―








1月7日に日ハムの栗山監督が学園に来てくれました。栗山監督による絵本の読み聞かせは大爆笑の連続で、いつもは気が散ってしまう子ども達も真剣に聞き入っていました。その後は、子どもたちとのキャッチボールがあり、監督から「いいね！」、「良い球だ！」、「すごいな！」と褒められると子ども達も自然と表情が緩んでいました。最後は色紙やユニホームにサインを書いてもらい、一生の思い出になりました。


―心理士　寺崎真一郎―

















1月の誕生日の子が5人もいて、たくさんハッピーバースデイソングを歌い、お祝いをしました。誕生日の子たちの中には、4月から社会人になる子もおり、みんなでエールを送りました。誕生会では美味しい鍋やケーキを食べて満腹になりました。ゲームでは「先生お絵かきですよ」という絵を当てるゲームをし、みんなで楽しんでいました。


―男子グループ　林祐太―





中学生男子は1月14日に「太古の湯」に行ってきました。最初は各々が「自分のペースで」といった様子で一人でお風呂に向かう子もいましたが、入浴してからは集い、少しずつ話も盛り上がる感じもあり、こころもからだもぽかぽかになりました。


－男子グループ　藤井　宏弥－








1月の





高校3年生　Eさん


誕生生のEさんはトップバッターと最後を飾り、きれいな歌声で皆を盛り上げてくれました。90点の高得点も出し、一緒に行った中学生からは憧れの表情でみられていました。Eさんは最後の誕生会ということで、存分に歌い皆を楽しませてくれました。


　―女子グループ　小泉裕寿―











Sさんが描いた栗山監督です！上手～！！





高校2年生　Sさん　専門学校生　Yさん　


　誕生日は焼肉を食べに行こうと2人で話を合わせていたようです。当日は、卒園生の女の子もお祝いに駆けつけてくれ、互いの進路や近況を話題に、お姉さん達とは年の近い小泉先生は、皆の立派な志に感心して、また１つ大きくなったことを実感しておりました。よく食べ、よく笑う小泉先生に子ども達も感心しておりました。　　　　　　　　　－女子グループ　西原潤子―





　1月9日は男の子たちがスキーに行きました。あいにくの雨模様でしたが、皆の「いきたい」で決行！午前中は雨でしたが、午後からは天気も回復し、皆ほとんど休憩せずスキーを満喫した一日でした。帰りの車内ではすでに、また行きたいとの声も聞かれました。





　1月10日は女の子たちがスキーに行きました。先日の天気予報では「猛吹雪・・・」延期も頭をよぎりましたが、当日の朝は吹雪いていませんでした。子ども達はすでにスキーを楽しむ準備万端で、昨日に引き続きの決行！天気にびくびくしていましたが、見事に予報は外れ、まさに絶好のスキー日和になりました。結局2日間とも、何とか無事に終えることができました。


　昨年も、一緒にスキーに出掛けていますが、みんあの上達ぶりに驚かされた2日間でした。


－副園長　横田晃嗣－














　幼児さん皆でのお出かけにみんなウキウキ気分で向かいました。映画ではトイレに何度も行ったり、少し落ち着かったりもありましたが、見終わった後は「面白かった！」とみんなニコニコ笑顔で楽しめていました。年長の3人は経験もあり、自分たちの楽しみや年下児に教えてあげるなど、目的を持っての外出となりました。R君、H君は初めての映画館を楽しみ、よい思い出になりました。


―幼児グループ　成田志保里―








毎年来る新年の始まり。特別な時間を皆で過ごす、特別な3日間・・・・とは言え、当たり前にやってくる毎日を皆がそれぞれ嚙みしめながら、スポーツに汗を流す子、一年の意気込みを語る子、自分の限界を試そうとする子・・・。今年も一年良い年を過ごせますようにと年越してすぐに初詣に行ってきました。　　　　　　　　　　　　　　　－男子グループ　南圭輔－








